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見積形式の内容について【見積書】 

管理番号：1195-02 

Q.質 問  

坪単価での見積書を作成したい。 

見積書（営業見積）の見積条件にある「形式」の内容を知りたい。 

A.回 答  

(見積書)では、 (数量算出)で計算した「延床面積」をもとに、営業用の見積書（営業見積）を作

成します。 

(見積書)の「設定」⇒「見積条件」で、坪単価や見積形式を設定し計算を実行すると、見積形式で設

定されている項目ごとの割合で明細表と集計表が作成されます。 

 

 

【参考】 

 (数量算出)を実行すると、見積条件の延床面積が自動表記されます。数量算出を実行していな

い場合、延床面積は「0」で表示されます。 

＊ 延床面積に変更があった場合は、数量算出と見積書それぞれで再計算を行うと、変更内容が反

映します。 
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見積形式の内容 

見積書（営業見積）は、「延床面積」×「単価」で合計金額を算出し、「見積形式」で設定されている割

合で内訳を出します。 

見積形式から選択できる「形式 1」～「形式 5」は、項目の内容や割合がそれぞれ異なります。 

各形式の内容は、次のようになります。 

 

⚫ 形式 1（一部 2 階建ての住宅を想定） 

 

 

⚫ 形式 2（総 2 階の住宅を想定） 
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⚫ 形式 3（平屋住宅を想定） 

 

 

 

⚫ 形式 4（建築工事 8 割、設備工事 2 割） 
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⚫ 形式 5（本体工事のみ） 

 

 

＊ 見積書（営業見積）では、円グラフは作成されません。 

 

 

見積書（営業見積）の見積形式を、自社仕様に変更することもできます。 

詳しくは、A’s（エース）のマニュアル「積算編」またはヘルプをご覧いただくか、弊社までお問い合わ

せください。 


